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山田杯　左から2位佐藤、1位鏑木、3位百村各選手
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山
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百
十
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込
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三
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欠
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三
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三
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に
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が
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。
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第　9　回　　山　田　杯　順　位　表
（◎大会新）

∴∵一∴∴∴　　　　　　：i∴ �∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴：∴∴　∴∴∴　　　　∴∴∴∴∴∴∴∵∴一一 �∵∴∴∴∴∴∴∴∴　　　　　．∴∵∵一　　∴∴　　　　　∴∴ 

∴∴∴∴∴∴　　一∴∵∴　∴一　∴；∴：∴∴∴ �∴∴∴∴「∴∴一．∵∴∴∴∴∴ � �∴∴　　　∴∴∴∵∴∴∴∴∴∴∴　∴　∴i∴．∴「∴ �一一一∴∴∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴∴一 

1 �高‾∴石一∴∴∴す　∴ �男 �‘予言登 �醇馬県庁 �◎2時間06分20秒 

2 �佐　藤　昭　則 �男 �29 �十日町消防署 �2時間13分51秒 
3 �百　村　　　亨 �男 �39 �栃木県塩谷郡氏家町 �2時間19分28秒 
4 �江　連　敏　夫 �田 ブコ �41 �栃木県山岳連盟 �2時間20分26秒 

5 �横　山　忠　男 �田 ブコ �28 �騨馬県桐生市 �2時間22分38秒 

6 �山　田　　　豊 �田 ブコ �51 �沼田山岳会 �2時間26分48秒 

7 �山　田　勇　一 �男 �30 �黒田精工アスリートクラブ �2時間29分39秒 
8 �粕　川　嘉久治 �男 �47 �辞馬県勢多郡新里村 �2時間33分16秒 
9 �松　本　博　明 �田 ブコ �42 �玉村クラブ �2時間34分20秒 

10 �林　　　幸　男 �男 �24 �群馬県邑楽郡邑楽町 �2時間35分26秒 
11 �田　崎　幸　治 �男 �41 �栃木県山岳連盟 �2時間35分41秒 
12 �デニス＝オコーネ）レ �男 �30 �東京都青梅市 �2時間43分00秒 

13 �大　山　洋　次 �男 �40 �撹町山の会 �2時間43分14秒 
14 �下　鴨　　　浩 �男 �53 �田園クラブ �2時間43分49秒 
15 �岩　田　賢　一 �男 �37 �小田原走ろう会 �2時間45分19秒 

16 �広　川　とみ江 �女 �36 �狛江陸協 �2時間46分49秒 

17 �村　本　裕　一 �男 �31 �国体クライマーズ �2時間46分52秒 

18 �春　日　乙　英 �男 �43 �㈱高橋工務店 �2時間48分46秒 

19 �法領田　　　恵 �女 �38 �高崎市立岩鼻小学校 �2時間51分07秒 
20 �菊　池　英　智 �男 �27 �太田山岳会 �2時間56分17秒 
21 �阿　部　　　源 �男 �45 �大間々山岳会 �2時間57分27秒 
22 �阿　部　　　敏 �男 �31 �東邦電子㈱日高 �2時間57分47秒 
23 �阿　部　悦　子 �女 �45 �大間々山岳会 �2時間59分34秒 
24 �藤　原　定　子 �女 �37 �慈恵医大第三病院 �3時間02分01秒 
25 �横　山　寿　雄 �男 �51 �県立高崎工業高校 �3時間02分15秒 
26 �長谷川　喜久男 �男 �41 �県立高崎工業高校 �3時間03分40秒 
27 �若　本　雅　史 �男 �35 �伊勢崎山岳会 �3時間04分32秒 
28 �．森　　　美代子 �女 �46 �足利走友会 �3時間04分55秒 

29 �福　田　宗一郎 �田 ブコ �31 �国体クライマーズ �3時間04分56秒 

30 �館　山　　　誠 �田 ブコ �49 �武蔵ウルトラマラソンクラブ �3時間05分39秒 

第　9　回　　三　枝　賞　順　位　表
（◎大会新）

∴∴∴∴∴∴　　　　　　　　　一：∴∵：∵∴∴　　　　　　　　　　　　∴∴ 

一一一∵∴ふ∴∴∴∴∴∴　∴∴∴∴∴∴ ��：∴一∴章一∴「　∴l∴ ��∴∴∵　　　　　　　一∴∵∴∴　∴∴∴∴∴∴∴　　　　　∴∴∴　一一 

1 �桑　原　和　幸 �男 �丁∴壱 �新潟県立十日町高校 �◎2時間15分50秒 
2 �桑　原　大　輔 �男 �16 �新潟県立十日町高校 �◎2時間18分41秒 
3 �江　村　浩　一 �男 �18 �新潟県立十日町高校 �2時間31分35秒 
4 �中　山　岳　大 �男 �18 �日本工業大学 �2時間32分55秒 
5 �山　田　まりや �女 �18 �新潟県立十日町高校 �2時間39分25秒 
6 �星　野　裕　樹 �田 ブコ �17 �新潟県立十日町高校 �2時間50分38秒 

7 �松　本　　　建 �男 �17 �県立高崎工業高校 �2時間54分45秒 

8 �根　津　洋　平 �男 �16 �新潟県立十日町高校 �2時間55分58秒 
9 �俵　山　真　一 �男 �17 �新潟県立十日町高校 �3時間08分42秒 
10 �加　藤　基　嗣 �男 �17 �県立高崎高校 �3時間19分12秒 
11 �星　野　武　尊 �男 �17 �利根商業高校 �3時間19分38秒 
12 �加　藤　　　真 �男 �16 �県立沼田高校 �3時間20分20秒 
13 �尾　身　　　薫 �女 �16 �新潟県立十日町高校 �3時間20分21秒 
14 �斉　藤　克　哉 �男 �16 �県立伊勢崎束高校 �3時間20分22秒 

15 �角　田　寛　之 �男 �17 �県立沼田高校 �3時間21分01秒 
16 �春　原　友　洋 �男 �17 �県立沼田高校 �3時間25分04秒 
17 �篠　原　　　卓 �田 ブコ �17 �県立渋川高校 �3時間25分58秒 

18 �田　村　智　子 �女 �17 �県立渋川女子高校 �3時間27分58秒 
19 �渡　辺　佑　吉 �田 ブコ �17 �県立館林商工高校 �3時間28分40秒 

20 �大　友　　　渓 �男 �16 �県立渋川高校 �3時間31分44秒 
21 �石　坂　賢　子 �女 �17 �県立渋川女子高校 �3時間34分42秒 
22 �高　橋　哲　朗 �田 ブコ �18 �県立尾瀬高校 �3時間35分12秒 

23 �野　上　幸　寿 �男 �16 �新潟県立十日町高校 �3時間35分38秒 
24 �有　閑　伴　和 �田 ブコ �15 �県立高崎工業高校 �3時間35分51秒 

25 �高　橋　　　純 �田 ブコ �17 �県立中央高校 �3時間41分49秒 

26 �都　丸　　　恵 �男 �16 �県立中之条高校 �3時間41分53秒 
27 �長　谷　一　宏 �男 �17 �県立館林高校 �3時間44分17秒 

28 �田　中　康　之 �男 �・16 �県立利根実業高校 �3時間45分00秒 

29 �高　橋　勇　太 �男 �16 �県立高崎工業高校 �3時間55分31秒 

30 �中　村　伊千載 �男 �17 �県立渋川高校 �3時間56分40秒 
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女子の部　左から2位法領田、1位広川、3位阿部各選手
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三枝杯　左から2位桑原大、1位桑原和、3位江村各選手
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Aコ”ス　5時間（一般向き）

開会式場（バス）→中開→茶臼山→石尊山→閉会式場

Bコ”ス　6時間（健脚向き）

開会式場（バス）→吉ケ谷津→浅間山→御岳山→石尊山→閉会式場

今大会は安中市秋間地区・石尊山周辺ということで、標高も700m以下の低山で、知名度からみ

ても参加者は多分少ないだろうと予想したが、相反して304人もの例年にない多数の応募があった。

安中市・市制四十周年記念のイベントの一つとなり、広報での案内もあって、安中市在住の参加者

が多くみられたことも一因であろう。また午前7時からの受付時には、安中市の好意により四十周

年記念のJ R安中榛名駅オリジナルオレンジカードも参加者に配布された。参加人員はAコース

108名、Bコース115名、役員69名の総勢292名の大会となった。各コース共にバス輸送が控えて

いるので開会式終了後早々にバスへ移動し、リーダーからの注意事項もバスの中で行われるという

忙しい出発となったが、天候にも恵まれ、半袖シャツで歩く参加者も多く見られ、秋の里山を充分

に満喫していた。今回は恒例のなめこ汁に代わり安中名物のお切り込みを振るまい、午後3時には

無事大会を終了した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総務部　千明政彦）
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陣馬山頂のゴール

神
奈
川
　
「
ゆ
め
国
体
」
　
が
終
わ
り
、

一
カ
月
が
経
っ
た
。
ま
だ
国
体
委
員
会

と
し
て
の
総
括
が
で
き
て
な
い
状
況
で

あ
る
が
、
報
告
と
若
干
の
感
想
を
述
べ

たい。ミ
ニ
国
体
　
（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
、

栃
木
県
の
古
賀
志
山
、
今
市
青
少
年
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）
　
で
少
年
女
子
が
総

合
2
位
に
入
り
、
本
国
体
へ
の
出
場
権

を
連
続
で
獲
得
、
成
年
男
子
　
（
予
選
な

し
の
た
め
ス
ト
レ
ー
ト
）
　
と
と
も
に
出

場
し
た
。

○
成
年
男
子

監
督
　
山
田
　
豊
　
（
沼
田
山
岳
会
）

選
手
　
大
山
洋
二
　
（
境
町
山
の
会
）

星
野
久
夫
　
（
墳
町
山
の
会
）

鏑
木
　
毅
　
（
轄
馬
県
庁
）

種
目
成
績

縦
走
2
8
位
、
登
撃
1
5
位
、

踏
査
1
7
位

種
別
総
合
順
位
　
　
1
8
位

と
し
て
3
位
に
入
れ
る
力
を
示
し
た
。

踏
査
で
は
踏
査
点
の
満
点
が
1
3
県
も

あ
り
、
1
ポ
イ
ン
ト
失
敗
す
る
と
時
間

点
が
満
点
で
も
1
3
位
と
な
り
、
神
奈
川

も
1
6
位
で
あ
っ
た
。
群
馬
は
満
点
と
れ

ば
3
位
と
い
う
位
置
に
つ
け
、
可
能
性

は
十
分
に
あ
る
の
で
失
敗
し
な
い
こ
と

に
心
掛
け
た
い
。

登
撃
で
は
埼
玉
が
予
選
、
決
勝
と
も

に
二
人
が
完
登
で
1
位
、
続
い
て
2
位

神
奈
川
、
3
位
東
京
、
5
位
千
葉
、
と

入
賞
の
半
分
が
関
東
勢
で
、
そ
の
レ
ベ

ル
の
高
さ
が
示
さ
れ
た
。
同
時
に
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
な
い
と

太
刀
打
ち
で
き
な
い
こ
と
を
痛
感
し

た。
来
年
は
熊
本
な
の
で
遠
く
て
大
変
で

は
あ
る
が
、
メ
ン
バ
ー
な
ど
態
勢
を
早

く
作
り
、
少
な
く
と
も
種
目
の
入
賞
を

狙
い
た
い
。

毎
年
入
賞
で
き
る
。
轄
馬
の
得
意
種
目

で
も
あ
り
、
こ
れ
だ
け
は
何
と
し
て
で

も
維
持
し
た
い
。

昨
年
ま
で
選
手
だ
っ
た
山
田
が
ミ
ニ

国
体
で
成
年
女
子
の
、
本
国
体
で
は
成

年
男
子
の
監
督
を
務
め
た
。
山
田
昇
杯

1
位
の
鏑
木
と
総
合
力
の
星
野
を
迎
え

て
チ
ー
ム
を
結
成
で
き
た
の
は
夏
に
な

っ
て
か
ら
で
、
な
に
ぶ
ん
ス
タ
ー
ト
の

遅
れ
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
。

縦
走
は
今
年
か
ら
出
場
2
名
の
合
計

タ
イ
ム
で
競
う
こ
と
と
な
っ
た
。
鏑
木

は
9
4
名
中
日
位
に
入
り
、
初
出
場
の
う

え
練
習
不
足
な
が
ら
健
闘
、
彼
と
同
タ

イ
ム
の
者
が
も
う
一
人
い
れ
ば
チ
ー
ム

○
少
年
女
子

監
督
　
松
井
洋
一
（
渋
女
高
教
）

選
手
　
中
澤
良
枝
　
（
吾
妻
高
3
）

角
田
稚
恵
　
（
吾
妻
高
2
）

田
村
智
子
　
（
渋
女
高
2
）

種
目
成
績

縦
走
1
3
位
、
踏
査
7
位

種
別
総
合
順
位
　
9
位

選
手
は
3
名
と
も
ミ
ニ
国
体
の
メ
ン

バ
ー
で
臨
ん
だ
。

踏
査
で
は
1
ポ
イ
ン
ト
失
敗
し
た
が
、

そ
の
中
で
も
時
間
点
で
稼
ぎ
、
入
賞
に

食
い
込
ん
だ
。
踏
査
点
が
満
点
な
ら
ば

縦
走
に
関
し
て
は
、
多
く
の
県
が
陸

上
競
技
の
選
手
を
送
り
込
ん
で
来
る
状

況
の
な
か
、
山
岳
部
員
だ
け
で
よ
く
健

闘
し
た
と
言
え
る
。
ち
な
み
に
埼
玉
の

少
年
男
子
は
陸
上
部
員
で
ミ
ニ
国
体
で

は
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
た
が
、
本
国

体
で
は
9
位
で
あ
っ
た
。

種
別
総
合
で
は
惜
し
く
も
9
位
で
あ

っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
縦
走
は
な
か
な

か
厳
し
い
が
、
入
賞
、
皇
后
杯
の
得
点

ま
で
あ
と
一
歩
で
あ
る
。
ま
た
、
選
手

3
人
の
う
ち
2
人
は
2
年
生
な
の
で
、

来
年
に
期
待
が
で
き
る
。
是
非
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い
。

松
井
監
督
も
2
年
目
で
、
「
な
み
は
や

国
体
」
　
の
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
醇

馬
の
少
年
選
手
団
を
よ
く
リ
ー
ド
し
て

踏
査
の
入
賞
に
導
い
て
く
れ
た
。

本
県
は
来
年
度
も
踏
査
で
稼
ぐ
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
高
知
国
体
か
ら

少
年
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
導
入
さ
れ
、

踏
査
競
技
は
廃
止
さ
れ
る
の
で
、
非
常

に
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

本
県
の
高
体
連
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
は
特
別
の
強
化
を
し
な
く
て
も
そ
れ

な
り
の
実
績
を
あ
げ
て
い
る
の
で
、

「
登
山
」
の
力
は
持
っ
て
い
る
と
言
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
無

く
日
常
の
部
活
動
の
成
果
の
現
れ
で
あ

る。

轄
馬
に
は
競
技
に
使
え
る
ボ
ー
ド
が

無
い
上
に
、
高
体
連
と
し
て
は
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
対
策
が
急
が
れ
る
。
一
方
、
国
体

山
岳
競
技
が
ま
す
ま
す
個
人
競
技
化
、

「
登
山
」
　
活
動
か
ら
離
れ
て
い
く
現
在

あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
に
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
行
く
か
が
年
来
の
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

国
体
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
い
ろ

い
ろ
な
宿
題
が
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
は
改
め
て
言
う
ま
で
も
な

く
毎
年
の
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、

成
年
・
少
年
を
問
わ
ず
国
体
で
成
績
を

上
げ
る
に
は
、
ミ
ニ
国
体
の
当
番
を
間

近
に
控
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
早
急
な

ボ
ー
ド
の
設
置
、
そ
し
て
走
力
の
強
化

を
中
心
課
題
と
し
て
挙
げ
て
お
い
て
よ

い
だ
ろ
う
。

以
上
、
取
り
敢
え
ず
今
年
度
の
総
括

お
よ
び
来
年
度
へ
の
課
題
と
し
た
い
。
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利根郡白沢村（国道120号線）　TEL80278－53－2053

店主　沼田山岳会　坂井　滋雄

くらしに緑を　家庭に花を　各種鉢物生産・販売・宅配

′J、野　園　蕃

利根郡白沢村平出1005

TEL　0278－53－2749　温室　TEL。FAX　0278°53”3987

国主　沼田山岳会　小田　正純

努診薮二薮l随一鯵錠I霞園
沼田高上久屋町1231TEL・FAX　0278－23－6802

園主　沼田山岳会　松承　幸雄

轟 
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平
成
十
年
度
　
登
山
教
室
の
ま
と
め
と
展
望

指
導
委
員
会
副
委
員
長
　
日
向
野
克
己

轄
馬
岳
連
主
催
の
今
年
度
登
山
教
室

が
終
了
し
た
。
今
年
も
例
年
ど
お
り
約

一
〇
〇
名
ほ
ど
の
希
望
者
が
あ
り
、
年

中
行
事
と
し
て
定
着
し
た
感
が
あ
る
。

担
当
者
の
反
省
会
を
元
に
、
今
年
度

の
内
容
を
ま
と
め
て
み
た
。

一
、
期
日
。
内
容
“
会
場
な
ど

第
一
回
　
（
9
／
3
0
）
　
開
校
式
お
よ
び
講

演
　
「
わ
た
し
の
山
歩
き
」
　
石
井
昭
子
氏

（
高
崎
北
高
教
）
、
会
場
・
辞
馬
県
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー

第
二
回
　
（
1
0
／
7
）
　
座
学
「
地
図
を
片

手
に
」
（
読
図
の
基
本
）
　
講
師
・
惇
田
正

也
・
登
坂
巌

第
三
回
　
（
1
0
／
1
8
）
登
山
実
技
（
赤
城
・

長
七
郎
山
）
　
予
定
は
地
蔵
岳
ま
で
の
縦

走
で
あ
っ
た
が
、
台
風
の
影
響
が
あ
り
、

天
候
の
回
復
を
待
っ
て
午
前
中
は
座
学

と
し
た
た
め
に
ル
ー
ト
を
変
更
し
た
。

座
学
は
赤
城
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
を
使

用
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

第
四
回
　
（
1
0
／
2
1
）
　
座
学
　
「
秋
山
の
天

気
に
つ
い
て
」
講
師
・
日
向
野
克
己
、
「
テ

ー
ピ
ン
グ
の
実
際
」
講
師
・
中
原
正
喜
、

会
場
・
辞
馬
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

第
五
回
　
（
〓
／
1
）
　
登
山
実
技
　
（
小
野

子
山
）
　
及
び
開
講
式
・
修
了
証
書
伝
達
、

参
加
者
感
想
。
北
毛
青
年
の
家
を
ベ
ー

ス
に
、
山
頂
よ
り
北
面
に
下
り
、
子
持

牧
場
を
一
周
す
る
コ
ー
ス
。
総
合
技
術

を
確
か
め
な
が
ら
の
登
山
で
全
体
の
ま

と
め
を
行
っ
た
。

登
山
実
技
は
、
例
年
通
り
全
体
の
人

員
を
五
班
に
分
割
、
一
班
十
五
名
か
ら

十
七
名
の
編
成
で
、
指
導
員
は
各
三
名

を
割
り
当
て
た
。

指
導
内
容
は
、
読
図
を
中
心
に
登
山

技
術
全
般
に
亘
る
基
本
的
な
必
須
事
項

を
網
羅
し
た
が
、
こ
れ
は
事
前
に
指
導

者
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
確
認
し
た
。

具
体
的
な
骨
子
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
歩
行
技
術
（
ス
ト
ッ
ク
を
使
用
し

た
場
合
を
含
む
）
②
読
図
（
地
形
図
の

見
方
・
コ
ン
パ
ス
の
使
い
方
）
③
装
備

に
つ
い
て
　
④
救
急
法
の
基
本
　
⑤
気

象
の
知
識
　
⑥
山
で
の
危
険
回
避
　
⑦

山
の
マ
ナ
ー
　
⑧
日
常
的
な
ト
レ
ー
ニ

ン
グ登

山
技
術
は
こ
れ
に
尽
き
る
も
の
で

は
な
い
が
、
座
学
と
し
て
行
っ
た
地
形

図
、
コ
ン
パ
ス
ワ
ー
ク
、
天
気
の
見
方

や
判
断
の
仕
方
、
テ
ー
ピ
ン
グ
、
装
備
、

救
急
法
な
ど
は
理
論
と
実
技
の
コ
ン
ビ

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
そ
の
理
解
度

も
良
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二
、
運
営
、
指
導
の
体
制
に
つ
い
て

今
回
も
、
前
年
同
様
十
五
名
の
指
導

員
が
運
営
と
指
導
に
当
た
っ
た
。
募
集

か
ら
始
ま
っ
て
、
全
五
回
の
講
習
を
円

滑
に
行
う
の
は
な
か
な
か
容
易
で
は
な

い
が
、
特
に
今
回
は
、
C
級
指
導
員
受

講
者
の
参
加
も
あ
り
、
サ
ポ
ー
タ
ー
的

な
役
割
を
果
た
し
て
も
ら
え
た
の
は
幸

い
で
あ
っ
た
。

一
班
三
名
の
指
導
員
と
い
う
の
は
、

規
模
と
し
て
は
適
当
と
思
う
が
、
日
に

よ
っ
て
は
参
加
出
来
な
い
者
も
あ
り
、

そ
の
時
の
や
り
く
り
に
苦
慮
す
る
と
い

う
事
も
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
指

導
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
の
協
力

は
例
年
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
行
事
を

支
え
る
力
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

指
導
員
資
格
の
有
効
利
用
と
い
う
見
地

か
ら
、
必
要
指
導
者
人
員
の
倍
程
度
の

人
数
が
確
保
出
来
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
思
わ
れ
る
。

三
、
受
講
者
の
状
況

こ
こ
三
年
ほ
ど
、
常
に
一
〇
〇
名
程

の
希
望
者
が
あ
る
が
、
今
年
も
同
様
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
受
入
れ
体
制
や
指

導
の
徹
底
を
は
か
る
為
に
定
員
を
八
〇

名
と
し
た
（
実
参
加
七
十
七
名
）
。
こ
の

く
ら
い
が
規
模
と
し
て
は
適
当
で
は
な

い
か
と
言
う
の
が
、
今
回
の
実
感
で
あ

る
。
参
加
者
の
年
齢
構
成
は
四
、
五
十

代
が
圧
倒
的
に
多
く
、
相
変
わ
ら
ず
の

中
高
年
パ
ワ
ー
で
あ
る
が
、
二
十
代
の

参
加
も
あ
り
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
若

い
年
齢
層
に
も
浸
透
し
始
め
て
い
る
感

は
あ
る
。

受
講
者
の
参
加
動
機
は
、
ほ
と
ん
ど

が
、
基
本
技
術
の
習
得
と
い
う
と
こ
ろ

に
あ
り
、
こ
れ
は
毎
年
同
じ
よ
う
な
傾

向
に
あ
る
。
一
人
で
気
ま
ま
に
山
に
登

っ
て
い
た
が
、
近
年
、
遭
難
事
故
の
こ

と
を
聞
く
に
つ
け
て
も
、
基
礎
技
術
だ

け
は
身
に
つ
け
て
お
き
た
い
、
と
い
う

の
が
大
方
の
考
え
方
で
あ
る
。

し
か
し
、
毎
年
こ
の
講
習
に
参
加
し
、

自
分
で
も
研
究
し
な
が
ら
熱
心
に
山
に

登
っ
て
い
る
と
い
う
層
も
出
て
き
て
お

り
、
こ
の
人
た
ち
は
も
う
少
し
上
の
ラ

ン
ク
で
の
指
導
を
受
け
た
い
と
願
っ
て

い
る
。
こ
の
問
題
は
、
前
年
に
お
い
て

も
課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
対
応
す
べ
き
新
し
い
試
み
は
来

年
何
ら
か
の
形
で
実
施
し
な
く
て
ほ
な

ら
な
い
と
こ
ろ
に
来
て
い
る
と
思
う
。

そ
れ
が
今
年
度
の
反
省
と
展
望
の
中
に

も
出
さ
れ
て
い
る
。

四
、
今
後
の
課
題

前
項
に
も
す
で
に
触
れ
ら
れ
て
い
る

が
、
来
年
度
は
、
新
し
い
試
み
と
し
て

段
階
別
の
指
導
が
導
入
さ
れ
る
べ
き
と

思
っ
て
い
る
。
そ
の
内
客
を
箇
条
書
き

で
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
、
初
・
中
・
上
級
と
い
う
三
段

階
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
全
く
の
初

心
者
と
経
験
者
と
は
別
の
班
編
成
に
す

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
指
導
の
能
率
化
を

は
か
る
。

第
二
、
登
山
実
技
の
回
数
を
増
や
す
。

現
在
実
技
は
二
回
で
あ
る
が
、
こ
れ
を

三
回
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
受
講
者

の
要
望
に
応
え
る
。

第
三
、
も
し
出
来
得
る
な
ら
ば
、
一

泊
二
日
程
度
の
山
行
を
計
画
し
て
み
る
。

こ
れ
は
受
講
者
の
中
に
も
希
望
が
出
て

き
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
総
合
的
な
実

技
研
修
と
し
て
は
か
な
り
有
効
な
方
法

で
あ
ろ
う
。

第
四
、
も
し
、
今
年
度
の
よ
う
な
内
容

で
行
う
と
し
た
ら
、
一
年
だ
け
の
　
「
読

み
切
り
」
　
で
は
な
く
、
二
年
乃
至
三
年

を
見
通
し
た
指
導
内
容
で
行
う
。
こ
う

す
れ
ば
、
か
な
り
系
統
的
な
指
導
が
可

能
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
方
式
に
則
れ

ば
、
年
間
を
通
し
た
指
導
期
間
と
い
う

や
り
方
も
あ
り
得
る
こ
と
に
な
る
。

第
五
、
受
講
者
と
の
対
話
時
間
を
充

分
に
と
っ
て
、
互
い
の
山
に
対
す
る
思

い
を
ぶ
つ
け
合
い
な
が
ら
進
め
て
行
く

登
山
講
習
も
あ
り
得
る
。
こ
の
要
素
は

重
要
だ
ろ
う
。
成
立
す
れ
ば
、
納
得
の

ゆ
く
結
果
は
得
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。

以
上
、
反
省
の
中
か
ら
浮
か
び
上
が

っ
て
き
た
来
年
度
へ
の
課
題
や
展
望
を

あ
げ
た
が
、
た
と
え
ど
の
よ
う
な
方
法
、

ど
の
よ
う
な
内
容
に
な
ろ
う
と
も
、
基

本
に
な
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
　
「
安
全

で
、
楽
し
い
登
山
の
た
め
の
基
本
技
術
」

の
習
得
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
こ
の
登
山
教
室
の
主
旨
は

常
に
そ
こ
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ

だ
け
は
外
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

ま
た
、
新
し
い
指
導
内
容
、
方
式
は

常
に
研
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
指

導
課
程
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
そ
の
都
度
更

新
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
指
導
員
研
修

が
必
要
な
所
以
で
あ
る
。

今
回
、
登
山
教
室
を
契
機
に
し
て
、

受
講
者
の
発
案
に
よ
る
一
つ
の
山
の
会

が
発
足
し
た
。
同
じ
講
習
を
受
け
た
者

同
志
が
集
ま
っ
て
、
今
後
も
技
術
を
磨

き
な
が
ら
山
に
登
ろ
う
と
い
う
の
で
あ

る
。
二
十
数
名
が
集
ま
っ
た
。
既
に
第

一
回
の
例
会
を
持
っ
て
山
に
登
っ
た
と

い
う
。
こ
の
講
習
が
こ
の
よ
う
な
形
で

発
展
し
て
行
く
の
は
結
構
な
こ
と
で
あ

る。

い
ま
、
未
組
織
の
登
山
者
が
気
ま
ま

に
山
に
登
り
、
技
術
も
な
い
た
め
に
事

故
に
至
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
多
い
。
そ

う
し
た
中
で
、
登
山
教
室
を
終
わ
っ
た

方
々
が
、
更
に
発
展
的
・
か
つ
自
覚
的

な
動
き
を
始
め
た
と
い
う
意
味
は
大
き

い
。
社
会
的
な
問
題
に
も
な
ろ
う
と
し

て
い
る
中
高
年
者
の
遭
難
を
防
止
す
る

た
め
に
も
、
一
石
を
投
ず
る
こ
と
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

岳
連
の
活
動
の
一
端
と
し
て
、
一
般

の
登
山
者
と
直
に
ふ
れ
合
い
な
が
ら
進

め
て
行
く
登
山
教
室
の
存
在
意
義
は
年

々
大
き
く
な
っ
て
行
く
よ
う
な
気
が
し

て
い
る
。
今
年
度
の
活
動
を
総
括
し
な

か
ら
、
更
に
来
年
度
へ
向
け
て
一
層
の

努
力
を
し
て
行
き
た
い
。
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救
助
隊
結
団
式

編
成
が
遅
れ
て
お
り
ま
し
た
弾
馬
岳

連
救
助
隊
の
隊
員
が
決
定
し
、
平
成
十

年
六
月
二
十
三
日
、
体
協
会
館
に
於
い

て
結
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

会
長
、
副
会
長
、
理
事
長
、
副
理
事
長

に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
辞
馬
岳
連
の

救
助
隊
と
し
て
原
点
に
帰
り
、
遭
難
防

止
と
救
助
技
術
の
向
上
を
は
か
る
こ
と

を
誓
い
ま
し
た
。

平
成
十
年
度
の
救
助
隊
の
編
成
は
以

下
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

顧
　
問
　
西
山
年
秋
　
（
沼
田
）

隊
　
長
　
松
永
幸
雄
　
（
沼
田
）

副
隊
長
　
小
暮
文
彦
　
（
墳
）
、

町
田
幸
男
　
（
太
田
）

書
記
会
計
　
清
水
裕
千
　
（
む
す
び
）

隊
　
員
　
星
野
広
之
　
（
沼
田
）
、
梁
瀬
佐

市
　
（
沼
田
）
、
山
田
重
之
　
（
沼
田
）
、

清
水
福
治
　
（
沼
田
）
、
堀
越
利
通
　
（
登

商
会
）
、
田
島
崇
之
　
（
登
商
会
）
、
森

戸
健
太
郎
　
（
登
商
会
）
、
内
山
　
栄

（
前
橋
）
、
久
保
田
昌
幸
　
（
前
橋
）
、
木

村
政
巳
　
（
松
井
田
）
、
小
澤
　
勝
　
（
独

峰
）
、
金
子
茂
敏
　
（
太
田
）
、
阿
久
津

幸
弘
（
太
田
）
、
松
永
英
明
（
ミ
ヤ
マ
）
、

福
本
誠
史
　
（
ミ
ヤ
マ
）

第
一
回
　
救
助
訓
練

七
月
五
日
、
新
編
成
さ
れ
た
救
助
隊

の
第
一
回
救
助
訓
練
が
、
谷
川
岳
の
山

開
き
に
合
わ
せ
て
、
マ
テ
ガ
沢
の
シ
ン

セ
ン
左
俣
と
ま
む
し
岩
で
行
わ
れ
ま
し

た。
登
山
中
の
事
故
の
時
、
特
別
な
道
具

を
使
う
事
無
く
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る

か
、
効
率
の
良
い
救
助
活
動
と
は
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
良
い
の
か
を
隊
員
に
考

え
理
解
し
て
も
ら
う
の
が
目
的
の
訓
練

で
し
た
。

当
日
は
轄
馬
大
学
医
学
部
麻
酔
蘇
生

科
の
斉
藤
先
生
、
国
立
高
崎
病
院
の
島

田
先
生
と
二
人
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
八

木
原
理
事
長
、
名
塚
副
理
事
長
に
参
加

い
た
だ
き
、
遭
難
現
場
か
ら
遭
難
者
の

生
体
情
報
を
衛
星
通
信
を
使
っ
て
弾
馬

大
学
に
送
る
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
後

日
情
報
が
上
手
く
伝
送
さ
れ
た
旨
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
救
助
活
動

に
お
い
て
遭
難
者
の
早
急
な
社
会
復
帰

に
必
要
な
適
切
な
処
置
を
専
門
家
の
指

示
の
下
で
安
心
し
て
行
え
る
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

第
二
回
　
救
助
訓
練

九
月
六
日
、
第
二
回
救
助
訓
練
を
谷

川
岳
一
ノ
倉
沢
で
行
い
ま
し
た
。
マ
チ

ガ
沢
で
の
訓
練
を
ふ
ま
え
、
救
助
活
動

の
時
に
隊
員
が
リ
ス
ク
少
な
く
遭
難
者

を
救
助
す
る
に
は
各
自
が
ど
の
よ
う
に

行
動
す
る
の
か
良
い
の
か
、
ス
ピ
ー
デ

ィ
ー
な
行
動
と
安
全
確
保
を
確
実
に
す

る
こ
と
を
念
頭
に
、
中
央
稜
の
基
部
よ

り
テ
ー
ル
リ
ッ
ジ
末
端
ま
で
、
遭
難
者

を
搬
送
す
る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

尾
瀬
“
ゴ
ミ
持
ち
帰
り
運
動

六
月
六
日
、
尾
瀬
山
開
き
ゴ
ミ
持
ち

帰
り
運
動
（
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）

が
実
施
さ
れ
、
環
境
庁
、
県
環
境
課
、

酵
馬
県
山
岳
連
盟
、
地
元
自
治
体
、
関

係
諸
団
体
計
十
三
団
体
が
参
加
し
た
。

従
来
は
、
ゴ
ミ
袋
・
タ
バ
コ
の
吸
い

殻
入
れ
を
入
山
者
に
配
布
し
て
、
持
ち

帰
り
を
啓
蒙
し
て
き
た
が
、
現
在
は
ほ

と
ん
ど
の
入
山
者
が
ゴ
ミ
袋
を
持
参
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

行
動
で
は
鳩
待
峠
と
尾
瀬
ケ
原
の
二

班
に
分
か
れ
、
岳
連
は
鳩
待
峠
か
ら
尾

瀬
ケ
原
へ
の
ル
ー
ト
を
担
当
、
実
施
し

た。谷
川
岳
登
山
道
の
清
掃
活
動

七
月
五
日
、
谷
川
岳
山
開
き
安
全
登

山
祈
願
祭
に
参
加
。
祈
願
祭
終
了
後
、

旧
道
一
の
倉
沢
出
合
及
び
天
神
平
～
肩

の
小
屋
の
二
ル
ー
ト
の
清
掃
登
山
を
行

っ
た
。
十
団
体
参
加
。

平
標
山
の
自
然
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル

六
月
六
日
～
九
月
二
十
七
日
の
毎
土
・

日
曜
日
、
平
標
山
自
然
保
護
活
動
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
た
。
十
三
団
体
　
（
延
べ

二
十
団
体
）
　
三
十
五
名
が
参
加
。
パ
ト

ロ
ー
ル
は
、
平
標
小
屋
～
平
標
山
～
仙

の
倉
岳
の
区
間
に
つ
い
て
行
っ
た
。

パ
ト
ロ
ー
ル
の
時
間
帯
は
、
最
も
入

山
者
の
多
い
午
前
十
時
よ
り
午
後
二
時

ま
で
の
時
間
帯
と
定
め
実
施
し
た
。
主

な
内
容
は
、
高
山
植
物
保
護
の
呼
び
か

け
、
立
入
り
禁
止
区
域
内
入
山
者
へ
の

指
導
、
盗
掘
防
止
、
環
境
美
化
の
呼
び

か
け
を
す
る
。

パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
全
期
間

中
の
日
程
表
を
作
成
し
各
会
に
お
願
い

す
る
。
今
回
は
自
然
保
護
委
員
の
い
な

い
会
に
も
ロ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
入
っ
て

も
ら
い
協
力
を
お
願
い
し
た
。

平
標
山
へ
の
入
山
に
際
し
て
は
営
林

署
よ
り
林
道
の
通
行
許
可
証
を
取
得
し
、

ま
た
許
可
証
は
別
荘
管
理
事
務
所
に
保

管
し
て
も
ら
い
入
山
時
に
ゲ
ー
ト
の
鍵

と
共
に
預
か
り
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

ま
た
、
活
動
日
誌
を
平
標
小
屋
の
山

口
氏
に
保
管
を
お
願
い
し
、
入
下
山
時

に
状
況
報
告
の
記
帳
を
行
っ
た
。

日
山
協
自
然
保
護
委
員
総
会開

催
さ
れ
る

十
月
三
十
一
日
、
十
一
月
一
日
、
第
二

十
二
回
白
山
協
自
然
保
護
委
員
総
会
が

開
か
れ
た
。
二
十
八
都
府
県
約
八
十
名

の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
開
催
県
で
あ
る

愛
知
県
山
岳
連
盟
の
案
内
に
よ
り
、
会

場
を
愛
知
県
民
の
森
　
「
モ
リ
ト
ピ
ア
愛

知
」
と
鳳
来
寺
山
の
二
カ
所
で
行
っ
た
。

一
日
目
、
総
会
及
び
講
演
　
（
日
本
山

岳
会
東
海
支
部
環
太
平
洋
環
境
調
査
登

山
隊
報
告
）
　
が
行
わ
れ
、
夜
は
懇
親
会

が
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
る
。
総
会
に
お

け
る
大
き
な
問
題
提
起
は
、
東
京
・
広

島
な
ど
か
ら
登
山
者
と
ト
イ
レ
、
山
小

屋
と
ト
イ
レ
な
ど
に
つ
い
て
の
提
案
が

な
さ
れ
た
。
夜
は
大
阪
岳
連
の
三
名
と

同
室
で
に
ぎ
や
か
な
夜
だ
っ
た
。

二
日
目
、
朝
食
の
後
バ
ス
に
て
鳳
来

寺
自
然
博
物
館
ま
で
行
き
、
博
物
館
の

見
学
と
鳳
来
寺
山
記
念
登
山
を
行
っ
た
。

自
然
保
護
部
一
年
を
振
り
返
っ
て

ま
だ
一
年
が
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
以
上
が
今
年
の
主
な
事
業
で
あ

る
。
こ
れ
ら
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
轄
馬
で
の
登
山
道
な
ど
の
ゴ
ミ
散

ら
か
し
等
は
尾
瀬
を
始
め
と
し
て
ほ
と

ん
ど
見
え
な
く
な
っ
て
き
た
と
思
う
。

ゴ
ミ
持
ち
帰
り
な
ど
の
意
識
が
登
山
者

の
モ
ラ
ル
と
し
て
身
に
つ
い
た
も
の
に

な
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。

平
標
山
に
つ
い
て
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア

意
識
の
高
い
中
高
年
向
け
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
紹
介
さ
れ
て
以
来
、
信
じ
ら
れ
な

い
入
山
者
の
数
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
問

題
と
な
る
の
は
、
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
る
の

だ
が
、
必
ず
何
パ
ー
テ
ィ
ー
か
は
立
入

り
禁
止
区
域
　
（
草
原
・
お
花
畑
）
　
に
入

っ
て
食
事
を
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。

一
カ
所
で
も
裸
地
が
出
来
て
し
ま
う
と

次
か
ら
次
と
広
が
っ
て
し
ま
う
。
よ
り

一
層
の
啓
蒙
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
今
は
い
い
か

も
知
れ
な
い
が
こ
の
ま
ま
入
山
者
が
増

え
る
と
山
小
屋
の
ト
イ
レ
も
処
理
し
き

れ
な
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
等
へ
も
自
然
保
護
に
関
す
る
項
目

を
作
り
、
注
意
を
う
な
が
す
頁
の
企
画

に
つ
い
て
提
案
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

ろう。
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秋山指導者講習会　巻機山・米子沢にて

まんぐ畠山

高
体
連
登
山
部
行
事
報
告

（
七
月
～
十
“
月
）

7
／
‖
①
　
夏
山
計
画
書
検
討
会

（高　工）

7
／
1
9
㈲
～
2
2
㈱
　
国
体
強
化
合
宿

7
／
2
4
㊥
～
2
6
㈲
　
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
予

選
　
　
　
　
（
栃
木
県
古
賀
志
山
）

8
／
2
㈲
～
6
㈱
　
第
4
2
回
全
国
総
体

（
高
知
県
三
嶺
山
系
）

9
／
〓
㊥
～
1
2
㊤
　
秋
山
指
導
者
講
習

会
　
　
　
　
　
（
巻
機
山
米
子
沢
）

1
0
／
2
3
㊥
～
2
5
㈲
　
第
2
9
回
集
中
登
山

大
会
　
　
　
　
　
　
　
（
八
海
山
）

1
0
／
2
4
①
～
2
9
㈱
　
第
5
3
回
国
民
体
育

大
会

1
0
／
3
1
①
～
〓
／
1
㈲
　
リ
ー
ダ
ー
養

成
研
修
会
　
　
　
　
　
〈
榛
名
山
）

〓
／
1
4
①
～
1
6
㈲
　
関
東
高
校
登
山
大

会
　
　
　
（
東
京
都
奥
多
摩
山
域
）

〓
／
2
1
㊥
～
2
2
㈲
　
リ
ー
ダ
ー
養
成
研

修
会
　
（
渋
女
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
）

十
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
に
か

け
て
、
第
2
9
回
集
中
登
山
大
会
が
新
潟

県
「
八
海
山
」
を
会
場
に
行
わ
れ
た
。

す
で
に
紅
葉
の
盛
り
も
過
ぎ
冬
枯
れ

の
気
配
の
漂
う
山
道
を
、
落
ち
葉
を
サ

ク
サ
ク
と
踏
み
し
め
て
歩
く
は
ず
…
‥
、

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
年
は
気
温
が

高
く
、
山
々
は
ま
だ
青
々
と
し
て
い
た
。

参
加
三
十
九
校
、
男
子
百
七
名
、
女

子
六
十
二
名
、
顧
問
六
十
一
名
、
総
勢

二
百
三
十
名
が
八
海
山
山
麓
の
大
和
町

大
崎
の
　
「
大
崎
ダ
ム
公
園
」
　
に
集
合
、

開
会
式
後
、
早
速
、
設
営
炊
事
と
な
っ

た
。
大
崎
ダ
ム
公
園
の
キ
ャ
ン
プ
場
は

大
変
快
適
な
キ
ャ
ン
プ
場
だ
っ
た
。
各

校
と
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を

楽
し
ん
で
い
た
。

翌
二
十
四
日
、
天
気
予
報
で
は
前
線

が
通
過
し
、
今
年
最
初
の
冬
型
の
気
圧

配
置
と
な
っ
て
、
曇
り
の
ち
雨
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
昨
年
の
雪
の
平
標
山

が
思
い
起
こ
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の

予
報
に
反
し
、
日
が
高
く
な
る
に
つ
れ

青
空
が
広
が
っ
て
い
き
、
絶
好
の
登
山

日
和
と
な
っ
て
く
れ
た
。

霊
泉
小
屋
の
清
涼
な
清
水
で
喉
を
潤

し
、
女
人
堂
の
満
酒
な
避
難
小
屋
で
は

柔
ら
か
い
日
差
し
を
浴
び
、
よ
う
や
く

色
づ
き
始
め
た
木
々
の
裸
を
歩
く
、
そ

し
て
、
た
ど
り
着
い
た
薬
師
岳
の
山
頂

で
は
、
今
ま
さ
に
見
頃
と
な
っ
て
い
る

越
後
三
山
や
利
根
川
源
流
地
帯
の
山
々

の
錦
秋
を
楽
し
む
、
ま
さ
に
満
ち
足
り

た
一
日
で
あ
っ
た
。
夕
刻
、
新
潟
高
体

連
登
山
部
の
藤
田
委
員
長
が
地
酒
三
本

を
携
え
て
表
敬
訪
問
に
見
え
て
く
れ
た
。

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

八
海
山
、
信
仰
の
山
で
も
あ
る
か
ら

だ
ろ
う
が
、
そ
の
充
実
し
た
避
難
小
屋

に
は
驚
か
さ
れ
た
。
群
馬
の
山
も
と
、

つ
い
、
思
っ
て
し
ま
っ
た
。

〈
委
員
長
　
高
橋
守
男
）

星
野
会
長
、
田
中
副
会
長

群
馬
異
体
協
創
立
7
0
周
年
記

念
で
表
彰

十
二
月
十
二
日
、
前
橋
市
マ
ー
キ
ュ

リ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
辞
馬
県
体
育

協
会
創
立
七
十
周
年
記
念
式
典
が
開
催

さ
れ
、
星
野
　
光
会
長
（
沼
田
山
岳
会
）

は
岳
連
会
長
七
期
十
四
年
、
田
中
成
幸

副
会
長
　
（
群
馬
登
高
会
）
　
は
理
事
長
五

期
十
年
及
び
副
会
長
二
期
四
年
の
功
労

に
対
し
て
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

境
田
山
の
会

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
I
峰
登
頂

断
念

境
町
山
の
会
で
創
立
四
十
周
年
行
事

と
し
て
計
画
さ
れ
た
、
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
I

峰
　
（
八
一
六
七
m
）
　
の
登
山
は
、
昨
年

八
月
二
十
三
日
に
先
発
隊
三
名
が
出
発

し
、
三
十
日
に
本
隊
三
名
が
出
発
。

九
月
十
三
日
に
B
C
に
入
り
、
十
八

日
に
C
l
建
設
、
九
月
二
十
三
日
に
C

2
入
り
し
、
二
十
五
日
に
C
3
へ
入
り
、

十
月
五
日
に
フ
ァ
イ
ナ
ル
キ
ャ
ン
プ
C

4
に
五
名
が
入
り
、
十
月
六
日
に
五
名

で
頂
上
へ
ア
タ
ッ
ク
す
る
も
、
七
六
〇

〇
m
地
点
で
悪
天
候
　
（
強
風
）
　
で
登
頂

を
断
念
し
、
十
月
七
日
全
員
無
事
B
C

に
帰
っ
た
。

世
界
八
千
m
と
五
大
陸
最
高
峰
の

山
頂
の
石
の
展
示
会
開
催

轄
馬
岳
連
は
一
九
七
八
年
、
ダ
ウ
ラ

ギ
リ
I
峰
の
登
頂
に
成
功
し
て
か
ら
二

十
年
の
歳
月
が
過
ぎ
、
そ
の
後
、
冬
期

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
I
峰
、
サ
ガ
ル
マ
ー
タ

南
西
壁
初
登
頂
、
一
昨
年
の
カ
ラ
コ
ル

ム
八
千
m
三
座
登
頂
な
ど
、
数
々
の
登

頂
を
果
た
し
た
。
登
頂
の
際
サ
ミ
ッ
ク

ー
た
ち
が
山
頂
か
ら
持
ち
帰
っ
た
石
の

展
示
会
が
、
十
一
月
十
五
日
か
ら
十
二

月
五
日
ま
で
、
伊
勢
崎
市
、
山
と
ス
キ
ー

の
店
石
井
内
　
「
山
の
相
談
室
、
楼
蘭
」

で
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
、
轄
馬
が

生
ん
だ
世
界
的
ヒ
マ
ラ
ヤ
ニ
ス
ト
・
故

山
田
昇
氏
が
持
ち
帰
っ
た
五
大
陸
最
高

峰
の
山
頂
の
石
も
展
示
さ
れ
、
ま
た
、

十
五
日
に
は
サ
ミ
ッ
ク
ー
た
ち
も
参
加

し
て
記
念
祝
賀
会
が
催
さ
れ
た
。

ス
キ
ー
・
山
岳
博
物
館

資
料
調
査
委
員
会
が
発
足

谷
川
岳
登
山
口
の
利
根
郡
水
上
町
に

「
ス
キ
ー
・
山
岳
博
物
館
」
　
の
建
設
が

計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
展
示
す

る
山
岳
資
料
を
調
査
す
る
機
関
と
し
て
、

岳
道
内
に
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
こ

と
が
十
一
月
定
例
理
事
会
で
決
定
さ
れ
、

十
二
月
定
例
理
事
会
で
委
員
を
推
挙
し
、

岳
連
会
長
に
よ
っ
て
委
嘱
さ
れ
て
、
具

体
的
な
調
査
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
っ

た。

「
ス
キ
ー
・
山
岳
博
物
館
」
　
は
水
上

町
商
工
会
が
県
の
提
案
公
募
型
地
域
活

性
化
事
業
の
指
定
を
受
け
、
水
上
温
泉

の
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
と
ど
ま
ら

ず
、
自
然
環
境
の
保
護
と
山
岳
遭
難
事

故
の
防
止
の
啓
発
を
理
念
と
す
る
施
設

を
め
ざ
し
て
建
設
計
画
を
進
め
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
委
員
は
次
の
通
り
。

田
中
　
成
幸

石
井
謙
一
郎

八
木
原
因
明

名
塚
　
秀
二

女
屋
　
等
志

羽
野
　
順
一

松
永
　
幸
雄

阿
部
　
　
源

角
田
二
三
男

小
泉
　
俊
夫

須
田

加
藤

高
橋

原
田

星
野

須
田

西
山

村
上

馬
場

栄
一恒

夫
守
男

惣
司

龍
史

淑
人

年
秋

泰
賢

保
男

（登商会）

（伊勢崎）

（ミヤマ）

（前　橋）

（ミヤマ）

（墳　町）

（沼　田）

（大間々
）

（高体連）

（前　橋）

（むすび）

（沼　田）

（高体連）

（倉　渕）

（ミヤマ）

（沼　田）

（沼　田）

（倉　渕）

（ミヤマ）

以
上
十
九
名
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電話、弱電工事

薮蒔灘棚強酸
〒379°2223

佐波郡東相乗小保方252

℡　0270－62－2012

㍍♪ �章‘金持で 遮整髪慈駁接頭絞談話 �一一一●－一子 へ淑亀鶴率 �� �） �．－∴：1－ 、滋養爽涼疎 �顕揚 ｝●・○湘蓋薦 �し′ヽl � � � � �000 � �i �※姿茎発条曇 �一一一一一一一一、一■ 

、竣 　擬 す �奉還、 �きま全主査 謙二：ヰ：：ニチモ � ������ �i　　◆　　　　、　　◆ �青書費ヽ9′～｛′→′細さ一書」ヽ」 �◆ � � � �鶴宙益美速達雲慈愛 �鍵ミ奉養さま溝 �‾‾－《ゝ÷｝′．●ふさぎ ��← � 

綴類誌、、　　、単票撥態懇書塗　、、 ��� � ������ � ��� � � � � ÷ ��� �ミ　　　　　ミ主、′三嶋閥陣蹟i ������、畿 �浩志志悪罵雲難 題圏 類書陵 ＿こ、こ、くく′・、ら �ニー－ き慈 す∴ 一一∴■∴∴∴ミ∴∴∴i � � � �停 ∴∴言i �� �擬 ‡ �ふ“裳′鱗 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し �＊、、′ 

ニー｝；′ ＊ 家泳 綴緩調器賛鷺鷺鷺、 撥か滋、総 一誌、 二三㌧：∴ 翁薬 一台を薯 �÷∵） 、選 奨 蛮地ミ �ミミ 王手こぶ 、手蘭賞 �衰 さ ま �騒き �＋∴∴手 緩懇 �　滋罵 ．〟，すさ高，醒轢 くヽ′ 　∴∴ ����蒋染 、ざ 

（存）山とスキーの庸葎　躍
Drea調ROX

伊勢崎市富子町1819－1

TEL　0270－21－8025

FAX　0270－21－8026

本店（山の相談室楼蘭）
伊勢崎市中央町18－8
TEL　0270－25－0272
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ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　i　　　　ii　　∴ 

T－　H事　案喜　CORPORA平喜oN言問∴霧綴 

麗 し1 漣隅蛭 軍 籍鷺盟88888888888聞 　　　繕殺禽　手蔓 

童話遮音888888888888888888888　　　8 経書8888888888888888888888　　醗　鰭 

∴∴ 　　　　　　　∴∴∴∴∴ 　　　　∴∴∴一　∴∴∴一 一∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴：∴∴∴∴∴∴ よぎき 

∴言ふふふi、辛ぺ∴十㌧、∵∴子ら∴∴　∴一言∵一言言∴－：÷三三三三三二三三三三三：三三：ふ∵言∵享÷∴∵「∵÷三言÷÷∴÷∴三∴∴∴－∴「∴÷∴÷∴∴二十三：亨∵∴∴∴：一一 

個人手配からフルパッケージ・ 

ツアーまで海外旅行に関するす　　　　撥蟻窓、鬱 

ベてをお手伝いします　　　：●ネパール、インド、ヨーロッパ・ 

∴∴∵ ディスカウント航空券　∴ 

●世界各地への航空券 

∴∵∴－＼∴ 　　　　　　、、、、　　　　何でもお気軽にご相談ください 

囲圏圏畿∴i畿漆　工圏圏i圏 
i一∵　　　　　　　　　　　　　　　一i十時一十　　　　　一宮田　　　　　　　　一　　　間言説．1－∴諒闇享子章開田‾　　　　　　　　　　　　　　　　　11－．1　　土韻認醒註‾　　　i　子音8888 

∴志造語主義園子綴　∴‾－慾∴．聞懸緩綴寧∴‾1　　．1－羅∴罷　工＿議書臆 
閣議麗無　題　雷閣　　　　議　　　　　　　　　　　　　離　　閣議騒； 

態顎．囲闘開聞圏田圃圏露園醒 　　　71ヽ築き 、‾予言’メ、、　　　護 　　　、、、→－‾言ト、 　弊鷲㌦f　　騒議溺評議蓬・ 　　鏡言霊譲∴主 　　上；÷∴、．麗 　義幸永言・；濃普醇 　．＿′重さ 　　de 

ーi∴∴　　臆「雪　　　‾っ　‾、1、一㌔：∴一二一　∴　田圃開聞∴一高園田　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；　　　・iiiii、灘二緩綴灘紹態譲畿鰭 

∴圏．題．報国圏二㌔「∴∴∴∴∴∴　　　－　∴　＿。撥綴擬態 
揆 

‘潔 認鑑 

鵜＿王　　　事彊IH喜田旺懇書軸℡国書国書－＿∴照一 
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登書籍i駿畿謙二潔　窪繋i黍磐幾 ���� �������喜ぶ楽章窪ま誌薫渋葦霊薬諒潜ま叢迷霧楽章誤送㌫葦浮諒喜嵩発議＼漆※畿漆※※※※溌発議発議慾懸※発議漆畿発議発議※発態※漆※駁漆窪怒謙二，i∴i蕊葦諦蕪∴黒＼註膏星亨諒受賞葦蕊諒1－1薄1、 
∴詰享楽葦i騎ii、騨薄諒羅1、1＼鵬琵華諒霊蜜 �����������墾薫総画京きま栄誉ミ漆お漆器畿熊諒楽滋養黙高二懇書。醒ま※誌葦薫霊薫蒸薫染謙謙発熱嵩蕊i騨畿慾漆濃紫漆器謙稔※謙治渋※滋懇繋滋畿発羅業諒漆熊猿遂撥畿漆懇謙譲染薄雲箋表表閏十一予言∴瀧三品蕊∵詰薫善言霊誓言 

へ一、－ぎ〔 ：十∴∵ 専　一一一ご 

∴ 繋 �、発寒議題 　掻、、、譲渡※、、、、 �����、ま姿 ヽ、、一、、 ：こま儀 ヽ、ヽマヽ 麗態 へざま率 二言∴二㌧∴ ヾヽ尊ぶ、 ∵＼三言 �、ヽヽ、÷ ※緩繋翳 懸 ：ミ－‾∴ 騒慾、 �∴i∴∴ ＿三二一三 へ発 き葦主亨き、、 、、饗撥漆器 ∵∵ ・さ、へヽ」 、ベヽ、 �� �＿ミミ重をヾ ∴∴÷ �∴∴∴∵∴ ∴∴「：∴ 悪さ一 重‾ ∵「 漆表題発議 ∴∴iヾ∴ ー∴一 �桑、ミ ミS 、＿さミミ －－∴∴一 三＿∴ ∴∴∴÷ ∴∴ �違、き 、、、、←亀 ∴∴∴∴ 一丁‾ 発寒さ、 ∴∴一∵ －∴i÷∴∴∵∴ �ミ選寒 醗醒醗iii顧溺 ∴∴一．∴∴∴ �∵ 嚢繋馨 蔓漆麗姿‾質 �表 寒露 重義憂 鬱 婁選襲 �ヽ■′ 法務 滋 「∴∴「．∴ 

懸撥 ‾∴i∴∵』 �烹∴∵一 議緩 �態懸 漆葵も ◆ �� �諒会蓬軽暖一 重、、 ∵：一∴ 若紫 �� �‾　、臓 �∴ ∴：、、∴∵ 　遮？ ‘‘“謡iiii鰹 �繋 �∴ ミミミ ∴ 

綴 � �　〇一・′ト、 ・・←‥－ �　一一1－日 綴綴箋懸 �義務 騒 � ��∴∴i∵－ ∴∴ �∴■∴∴ ∴∴∴ ∴三言∵÷ �　　i二 一∵「÷∵∴ 　　∴∴∴一一 �　　、綴愛嬢懸懸騒懸 ∴「∴∴十∴∴－∴∴「∴ 　ヽ＼一 � � �きまとヾ 寒露 � �遼表 �潤曝露 

、糠裏、違 � � �懸撥綴響 �繋綴蔓 � �ノー一十 一一・ �鞍姿 発表 薄蓬 ∵三 饗蜜 騒 �高一　－、 ��懸繋＼ �∴∴‾一∴一言∴ ∴∴∴－∵ 黍懇蔓華茎婆 ：∴ �‾÷、．ヽ＿ ∴∴ 　閏 ∴∵∴∴∴一∴ ミヽ一、へ－ ：∵∴∵∴∴ ＿∴∴i∴∴ ∴∴－÷－‾∴∴ �ー緩懸懸濁懇※綴擬態畿露盤整 　　　　　ー∴一＼、∴ �ー…　一　一　一　　　　　　　i ��選 議 題 繋 懇 �題曇曇萎曇饗憑懸灘表 

懸　態綴憲 � �薫蕩綴 綴懸 綴強襲 ��������∴∴∴∴： ∴十∴∴∴∴ ����‘1、二日＼一il認醒ま麗 

騒懇慈選懇 ������ ��饗箋遂発表葦 �饗婁 薄緩 ��遼蔓遼繋漆饗懇芯 �選 �蔓醸1－、i選手嚢発裟茎、ふ瑠璃蜜商事亭：串一事喜平薄雪∵冨士工言草撃宗主∵中子亭主子吉連年：進通関連 繋醸璽 畿 

壌 ����ミ遂ミ寒 �願 ���÷：三： �・＝ �一、浅　、、 � �∴一∵　∴∴∴－ � �発頭態畿 �� �ミ箋 �寒ミ 

薫 �接 � � �� �＿、－へ－　｛′● � � ��ミ �浅 薄 �葵、きく 一∵ �蟻 �－＼－∴一∴∵ ∴∴ 、、、嬢－ 蓬器 曹ミ 　◆－ 、懇 �、さ懸滋※懸遂 選認 ヽ、、亀、← �∴∴ ◆ 一∴∴ヽi 溺酸愁 ：′ミ �認 ��∴：∴∴ �懸 

÷－∴∵∴∵ �　年 　◆ 謀窯 聴 I 寧冬青、†吉子盤詳蘭 ����、一一一〆一子・一一‾ 一案 ｝○○、 ��雲綴－ 寒＿ ＼「：∴∴ 饗 子÷ 淫諮 り滋 畿 懸 純忠 �二言i∴“｝ 騒饗綴 諮 �����饗 ��　∴÷ヾ∴ ・能 ＼灘1 、発露欝総裁懸蔓襲 ��へへヽ ヽ′ヽ 91－ ��、、、、遮← 綴綴 �◆ �　　　さミキ 　I 寄 ∴∴．∴誌 議繚憲誌雷∵＿「蘭 漁場幾 　； 　欝 

∴i言∴ ◆ 糠、 ′ii ���������������議案懸案べ－‾一題溺閣議騒閣議 　　亀 露＿醗題、露 駁、←裁？ 十：龍∴∴ ��二辱∴手 筋騨騒擾 を湊 ヽ 

薄 雪 � ��－ 態 ��� � � 

穏 　健 ��ミミ　　　　i三〇、－－ 

畷 趨 �翳 ミ●．‾ 務、、藻類蔓 �∴さ、÷← 綴綴－ ∴i∴∵∴ �、さま・ミミ 畿薬 �姿姿漆黍 ．－ 速 ��湊ミ � �漆種一 国売00i000 護 湊 、鰭 鰯 鰯 、淑 畿襲 繋選 �、撥 ‾∵‾÷＿一三‾ 懇繋憂曇 

滋 騒 く 、，∵ 攫蝦藍∴∴予感 �������������� �������　ヽ 　§ 　∴！1〇〇〇！ 　謬藁懸 　醗酵 麟騒灘艶麗閣議 ●i 猟〆′ iO 。 

寧隷語義i霧譲　二霊高窓蕊 ������������ �������　俸 駄馬称穀弱菜、憩頭弼爾誌圏，恐開園　饗題額懸藤懸 
翳‾‾離繁藤嚢綾織鵬綴撥懇綴、醐 　1．1・籠 ��������������※翳懇饗繋懸繋 I 遼遜議讃饗懸懸 m〇一＼・ 亀 「∴∴∴∴∴ 　　畿－ �　ミミ 選蔓態遼 �翼賛 ・ミミミミ �ミミミ…ミミミ �÷ミミ　ミミ寒－ミミ薄ミミ茎三三ミミ 　　l 　ミミまき喜一こ、＼‾ ��∴　∴ふ÷÷三三∴二：三三三 ∴∴一一一二二∴∴∴ 

歴史、 臆本 ����、◆ ネ �鎖枇軍務稀 信 士 �群 �添務録 �∴「∴ ヽ 目こ 、ノ �� � �：一ミ ボ 上 �◆ －－－L J �霜寒畷讃ii、 寓 �屋建設グl �レ �己 ��プ の大 鼓業 株 星 48（代 ��問と環境を考える。 式会社 野光 ）FAX0278－24－3371 

Iヽ ＼ ���� ���をもっ T1756－ �て、21世 　総 �糸 ∠ゝ ロ SSSO SSS臆 SSSm S88 回 長 23 

」 ��寓屋建 �� �6 

原 ��　　一会ゝ 　　Zミ 2TEL0278－ ��－4 

■支 �����東／ ���都豊 ����東池袋4－2－7　　TEL03－3985－7 ������6 �31　　　FAX03－3982－5964 

∴鳥県 �＼安委員会指 �定 �畿 ��＼認 � � 

諾、 �ヽ∴ �主社 �沼由自：動 � �81 ��1　F � �認 

謹　竃 �慧 �県沼田市 ����横 �塚 �十088－1 �3　TEL∴0278ゼ �4－ �����0278－23－7960： 

ミミ÷＿ 　　＼　－ ���� � � � � � �� � �∴”－‾吉　　　　　　　富 

撥、 � �千： �ー襲饗繋綴喜 ����∴　　ヽ �浅繁 � �∴　∴　∴∴ � �選態 �� � �一∴可干害子中 

一、、、、、、、、蔓綴… �� �蕩麗 � ��、、きき圭垂 ←‾ヽ－ヽ 、－、÷‾ ∴∴ ��蒸発 �i∴∴－∴∴－ ∴ 、、まきへ � � � �� ���、真細腰 真i検細畦 真義臓 難 詰亘 �� 

∵　　∴　∴ �� �叢 � �� ����町1∴75 ��轡 �‾一着、　　　綴 � �����「土屋2338：二十　∴忙LO君8－紬－3幸二 

∴十王L∴027 ��議 �」2∴ �亘 � � ��∴　∴∴ � �轡 ��∴4十〇m �大楊 �土 ���利根 ��主枝村大字大場187：†E亘即8一騎ー舗82 

∴∴∴∴ �、－　ま、永＿ �� �「∵∴「 �＿∴　∴　　∴∴ ��∴　　∴ �∴一∴∵∴ � � �� � �＿－　ヽ 

∴∴∴∴ �� �∴∴　∴ �籠 ーヽヽ＝ヽ �ふ∴予 へ藤懸 � ��∴：主 演 � � ��ヽヽ、ヽ 　　ーミミ 　　∴∴i∴一∴ 、、ミ一、、、－ ∴∴∴∴∴一∴∴ 、‾誌 �　　　∴∴∴∴ 一、二ミミ二子 　、＿、妾一事 ∴∴∴一∴一 �、モーき－ ∴∵ �ヽ一一ヽ ∴∴∴∴ �� � �＿－一章受 ∴∴一一　∴ 

一∴　一∵∴∴＿ 一一ヽ ��∴　∴ �、芯、 ＝ここヽ、 �∴∵ �亀＝エー、 � �� � � �� � � �「∴∴　∴∴ ��∴∴∴　一　一 � �ビル株一式会社： 

ーヽ、∴・、 一一∴∴∴群斬∴ ���� �� ������ �ヽ　ヽ　寸言 � �����∴一手都豊島区東池袋生す“7∴∴∴∴ 

∴　∴　∴　∴ ��‾　　、一、、一 ��、－ヽ＿ま、 ��∴　∴一∴∴　　＿　∴ 　一　一、－←ヽ－、 ������∵一　∴ �一、一三二 　　六三、 ∴∴＿ �∴丁 �����∴十3433∴F飯03－3982－5964：∴ 　　　　　　∴∴∴ 　　　　　　　　　∴∴∴ 
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